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W　滝沢村レクリエーションセンター敷地における環境保全と

　　新しい開発に対する植物社会学的立場からの諸提案

　岩手山山麓部一体のような自然林の残存林分の他に二次林，植林，草地，湿原などの地形に癒

じて配分された典型的な田園景観，臼本のふるさとの開発，自然利用にはきわめて慎重でなけれ

ぽならない。

　第二次大戦後の我が国の一貫した自然利用，とくに地域開発，山地開発，観光開発，レクリエ

ーション開発は，いかにして残された自然域の中核部まで都市的便利さ，機能的効率のよさを少

い資金でもちこむかにあった。その結果，せつな的便利さや大量の来訪者の処置には一時的に成

功しても，逆に自然破壊をまねき，その土地固有の自然環境の破壊・荒廃をもたらしている。比

較的なだらかな丘陵部，小時谷，湿原にも恵まれ，派手ではないが，東北地方固有の飽きない半

自然景観からなり立っている滝沢村レクリエーショγセンター敷地の利用，開発に際しての生態

学的な基本は現存景観を破壊したり，土地固有の安定した生物社会と，その環境の調和を破綻さ

せないことである。物言わぬ植生によって被われている自然や半自然景観域利用，開発，さらに

生物共同体の主要構成者である植生を使っての施設，道路，開発域への積極的な緑の環境創造に

は植物社会学的な，詳細な現地での調査・研究が先行しなけれぽならない。電電公社の依頼で

我々が現地調査を主体として得られたレクリエーションセンター敷地やその周辺の植生調査資料

（Vegetationsaufnahme）をま室内での群落組成表組み替え作業の結果，自然植生，代償植生の群

落単位が決定された（P22参照）。以上の植生単位を基礎に村象地域内の現存および潜在自然植生

図（縮尺1：5000）が作製された。さらに両植生図から転化された，今までの人為的干渉に対す

る植生の変化を指標とした植生自然度図（Karte　des　Natarlichkeitsgrades）および植生復元や

植生の人為的干渉に対する植生強弱度図が作製された。

　以上の各種植生診断図を基礎図として，対象域の植生学的な現状診断が行なわれた。さらに，

これら植生学的な資料から，現地の土地利用，開発に対する提案が行われた。

　同様に積極的にその土地固有の緑の環境創造に対する生態学的な提案も行なわれた。

1．　植生自然度

　現存植生図と潜在自然植生図を比較・考察すると，人為的干渉に対する植生の自然度が判定で

きる。逆に言えば植生を指標としたそれぞれの場所の人為的干渉のちがいを判定したものが植生

自然度といえる。植生自然度のちがいを地図セこ描いたものが，植生による自然度図といえる。滝

沢村レクリエーションセンター敷地の自然度はFig，8に示されている。谷部漢谷沿いのハンノキ

林は自然度Vの区域である。これらの湿生林は本地域内では唯一のもっとも自然度の高い植生域

で一切の開発を避けて周辺部と共に慎重な保護がつよくのぞまれる。自然度IVのオオバクロモジ
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Phot，20広大な牧草地は，施設建築総合レクリエーション広場などの利用に

　　　　最適である。

　Weite　Weidegebiete　sind　geeigaet　f慧r　neue　Erholungsanlagen

一ミズナラ群集は亜高木林である。水路沿いのヤナギの低木林と共に，できるだけ保全し，立地

の潜在自然植生であるヒメアオキーブナ群集やマルバマンサクーブナ群集への回復をはかるべき

である。敷地内の西南部は，アカマツ，カラマツ，スギなどの植林や各種低木林が広い面積を占

めている。それぞれの立地の潜在自然植生の許容する樹種による植林の場合はこ二次林と同様に自

然度Wに入れることが出来る。しかし，この場合は亜高木林としてのオオバクロモジーミズナラ

群集と区別するために自然度IHに入れられるがアカマツ，カラマツ，スギ植林とともに自然度IV

にまとめられた。アカマツ植林は持続性が高い。しかし，カラマツは自生が富士山から南アルプ

ス山岳地帯あるいほ八ッ岳附近の中部山岳地にかぎられており，岩手県下では植林だけである。

したがって持続性には欠ける。それぞれの立地の潜在自然植生に応じた緑の復元を前提とした慎

重な自然利用が部分的には可能である。

　オオバザサが優濡したオオバザサ群落は自然度HIにまとめられた。

　敷：地内の北約半分の広い範囲を占めている法華地や畑耕作地などの人為的または二次的な草本

植生は自然度■にまとめられる。

　これら自然度Hの群落を時閲的に見ると，放置すれば低木林，夏緑広葉樹林と遷移する可能性

が高い。敷地内の樹林部にくらべて採草，施肥，放牧などの人為的干渉が頻繁に行なわれていた

植生である。どのような植生状態で存続させるか，年間の管理費をどの程度計上するかなどによ

って，植生の利糊のしかたが異なってくる。

　牧草地を現状のまま維持するためには，少なくとも6月，9月と年2回の草刈，または適宜の

放牧が必要である。芝生状にナガバグサ群落で持続させるためには，2週間に1回程度の植生活

動期難中の草刈を必要とする。また，その立地本来の自然植生であるヒメアオキーブナ群集やマ

ルバマンサクーブナ群集に時間とともに復元するためには，特別の管理を必要としない。むしろ

積極的に自然植生の構成種であるブナ，ミズナラなどの幼苗（ポット苗）を密植する。この場合

は，遷移の途中相で，鱗茎草本植物などが侵入してくる初期1～2年の間は外見上，やや雑然と

した状態の時を経過しなけれぽな：らない。
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　自然度1の無植生域は，敷地内の農家の建物とそのまわりにかぎられている。しかし，建物，

施設，道路建設などQレクリエーション地として開発がはじまると，自然度1の裸地が急増する

危険性が強い。したがって，開発計画の中に潜在自然植生図を基礎に積極的な緑の環境創造計画

を組み入れて同時に検討する。できるだけ裸地の期間を短くするように開発に平行して，その土

地固有の緑の環境形成を行うことが必要である。

2．　植生強弱度

　現存および潜在自然植生図さらにその転化図としての自然度図を比較検討し，さらに対象地内

外の現地踏査結果を総合して人為的干渉に対する植生強弱度図を作製することが可能である。植

生強弱度図は，人為的干渉による植生の抵抗度と，破壊・変形され植生の復元の難易の相対的評

価を地図上に描いたものをいう。

人為的干渉に対する植生弱度

　対象地域内では凹地部漢谷沿いのタチアザミーハンノキ群集が該当する。自然度が高く（V），

しかも湿生地に発達しているタチアザミーハソノキ群集は群落の構成種群が豊富で，多彩な生物

社会と多様な自然が残されている。自然のまま残されるかぎり，もっとも強い自然の表現力で十

分存続する。しかし，伐採，火入はもとより，たえず人が入りこんだり，落葉かき，下草刈りな

どのわずかな人為的干渉でも，それが持続的に繰り返しつづくかぎり，植生は完全に破壊され

る。嚇た一度破壊された植生の復元には，きわめて長い時間と多大の経費を必要とする。したが

って，敷地内の自然の聖域，人闘の顔にたとえれば美しいが指一本で突いても失明する眼の部分

に相当する弱い自然として周辺部とともに十分な保護が必要である。また水域全体の保護および

水質が汚染されないように水源翼や周辺部と共に広域的な保護が望まれる。

植生丁度

　亜高木林のオオバクロモジーミズナラ群集アカマツ植林，カラマツ植林，疎林などは，人為

的干渉に対する強弱度は，植生中野に属する。何れの植生も時間的には二次的進行遷移または偏

向遷移途上の植生であり，ある程度の人為的干渉には耐え得る。すなわち，軽度の門内散策や，

落葉かき，下草利用などには耐え得る。しかし広域的な土地造成・施設づくり，皆伐，下地化は

避けて，慎重な土地利用がのぞまれる。　　　　　　　　・

植生強度

　すでに自然度の高い植生は破壊されて，単層群落の牧草地あるいはオオバザサ群落などの草地

化している地区，植生が人為的干渉に対して強いというよりは，厳密には，すでに多層社会の植

生が破壊されており，むしろ直接の施設，建物などの利用域以外は積極的な緑の環境創造をこそ

計画すべきである。また植生の維持・管理に際しては，植生を現状で維持するのか，より安定し

た多層群落に，さらにはその立地園有の潜在自然植生に復元するかなどの目的に癒じて計画され

なけれぽならない。何れにしても現状での植生利用は可能である。しかし，植生強度地区でも埋
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立て，採土，大規模な土地造成など地形まで変化させるような開発は慎重に行なわれなけれぽな

らない。

3．　レクリエーションセンター敷地内における人工物と自然との調和

　我々が自然を利用しようとすることは，必然的に既存の生物社会に変化，変形あるいは破壊を

強制し，自然の多様性を貧化し，非生物的な人工材料を大量に持ち込んで，画一的な人工物によ

る，人為的な景観を造り出す危険【生が強い。しかし，岩手山山麓部のように我が国でも次第に少

なくなっている緑豊かな固有の半自然的：景観域では，自然や地元の生物共同体の健全な存続を前

提とした，やや“臆病”な利用がのぞまれる。

　景観的にも現在まで保たれてきた自然景観（厳密には半自然景観）や田園景観の将来への存続

を前提として，その保全・維持が可能な枠内で遠慮しながら慎重な利用計画が，古くて，もっと

も新しい利用法であろう。また今まで残されてきた，あるいは長くつづいてきた強度の緑の自然

の必要に応じて創造を前提として行なわれなけれぽならない。

　その際，単に建物の色彩の配慮などの外面的な対応だけに留まらないで，新しい時代に対応し

た自然の中での人間の生活環境作りの基本理念を前提とした地域全体，景観全体の中に埋没され

るような基本設計が必要である。さらに実施設計や施工に際して内容が次第に人間中心の画一

的，形式的な既成概念の中で変質しないよう最終段階まで慎重で一貫した自然優先の努力が必要

　Phot．21灌慨用水路周辺にはヤナギ林による土止め，景観復元対策が必要とされる。

　　　EIltlang　den　Bew註sserungsanlagen　und　an　nat苞rlichen　Gew蓉ssern　sollten　SαZ寛一

Arten　und．41獺∫ブ＠oηfoαgepflanzt　werden，　am　naturnahe　Landschaften　neu　zu　schaffen．
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である。敷地内の人工物と自然との調和とは，対象地域のようなまだ残された自然や半自然の比

較的豊富な地域では，自然優先思想を前提として，賢明で持続的な自然利用を目的とする。特に

以下の諸点に留意した計画・実施・事後管理が望まれる。

　（1）弱い自然，自然度の高い植生はその立地とともに保護し，一切手をふれないで自然の聖

域として将来に伝える。

　（2）尾根部，急傾斜面，水ぎわなどは，保護を前提としてできるだけ慎重に取扱う。

　（3）　その土地固有の自然景観は生態学的にも風致的にも妨害しないよう建造物，道路，施設

の設計・工事に配慮する。

　（4）　出来るだけ，本物の潜在自然植生に応じたその土地固有の生きた構築材料などを使い，

基本的には一時的，小手先の従来の都市開発的発想，手法を一切排除する。

　（5）　土着の，泥くさくても間違いのない，時間とともにより多様性と安定性を増し，調和が

保たれるような地域の潜在能力に応じた計画・設計・実施をすすめる。

　（6）非生物的な人工材料の利用，人工的施工は，出来るだけ少なめに行なうように十分に配

慮する。

　（7）人工物の全体および内容が目立たない，むしろ地域の固有の景観にとけこんだ形になる

よう計画する。しかも，飽きない，何回でも来訪し利用したくなるような自然の中の一部として

の人工物づくりを行う。以上の基本原理を基礎に以下の各項の基本的観点について生態学的，植

物社会学的立場から提案したい。

D　道路建設

　急斜面，尾根筋，水ぎわなどの人間の干渉に敏感な弱い自然，自然度の高い森林，湿原などは

出来るだけさけて路線を決める。掘りとり，埋め立てなどの地形の変化をさけて，現地形主義を

徹底する。

　切り取り土の斜面下部や谷部への投げ棄てをさける。斜面，谷部などの道路建設に際して周辺

の植生や立地の破壊を行なわないように慎重な工事が必要である。道路沿いは，積極的に緑の環

境創造のための潜在自然植生の許容する，ソデ群落やマント群落さらに森林の構成種群の帯状配

置による積極的な緑の自然回復に努力する。

2）　建築物周辺部の緑

　建築物周辺は，建設に際してある程度の裸地化はやむをえない。しかし，そのまま放置しない

で，積極的な修景を行う。その際に一時的な，いわゆる美化運動にこだわらないで，郷土種を利

用した郷土の緑の回復に努力する。道路，建築物などの人工施設づくりに際しての不可欠の前提

条件は，工事に際して表層土（下土；mother　soi1；Mutterboden）20～30　clnをま必ず除去しない

で，保全して，新しい緑の環境形成の生きた基礎として積極的に利用する（都市計画法第33条第
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8項にも規定されている）。

3）牧草地の利用

　定期的な放牧，草刈り，施肥という一定の人為的管理と対応して持続群落として存続している

牧草地の利用，保全には目的，利用の種類と頻度などを積極的に考慮して行なう。牧草地として

利用，または持続させるためには，今までと同様に定期的に採草（草刈り，又は放牧）が必要で

ある。シバ草地（ナガバグサ群落）化するためには定期的な頻繁な利用（2週に1回以上の草刈

り，集約的な放牧など）が前提となる。積極的に森林として復元するためには，潜在自然植生の

構成種壷であるブナ，ミズナラ，イタヤカエデなどを密植して，時間とともにより安定した，健

全な多層群落に将来発展する方向に管理する。また土壌が罷逆なために農園としての利用も考え

られる。

，4）並　　木

　森林内の場合と，牧草地など開放景観域の場合とが考えられる。林内の散策路，道路ぞいなど

の並木は，ナナカマド，ニワトコなどの花が咲き，野鳥を呼ぶ実のなる低木の利用が考えられ

る。すなわち，むしろマント群落的な観点から行う。ある程度美観や散策の情緒的，精神的な満

足感を満すためには，花や果実の美しいものも積極的な利用が勧められる。また牧草地などの開

放景観地では，ブナ，ミズナラ，カシワ，イタヤカエデなど好ましい。必要に応じて常緑針葉樹

のアカマツの植林なども考えられる。

5）土砂ためおき場の処理法

　道路，施設建設のために掘りとった土砂はそのまま斜面下部に捨てないで，一定の場所に集積

して処理する。

　その場合に，ためおかれた土砂は，将来の使用目的や管理によってことなるが，いずれの場合

にも裸地のまま放置しないで積極的な緑の復元がのぞまれる。

　緑の復元に際しては土砂のためおき場であっても，できるだけ外来種を排除して，潜在自然植

生に応じた郷土種を用いる。

6）　池造成の場合

　防火用水などの目的のために，池を作る場合には，位置は目立たないところにつくる。

　掘出した土の処理には5）に順ずる。

　池のまわりにはヨシ，オオカサスゲなどの水辺草本植物，ヤナギ類，ハンノキなどの湿生樹木

による潜在自然植生に応じた水辺景観の形成に努力する。

　以上自然を対象とした間違いのない開発利用とは，自然度の高い植生や弱い自然の保護を前提
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とする。同様に真の自然保護とは，自然の許容限界を生態学的に十分調査し，自然の許容範囲内

で，明日も，明後日も審美的，精神的面もあわせた人間生存，圃有の文化を発展させるための多様

な効果が期待できる持続的な自然の利用を考えられなけれぽならない。緑豊かな岩手山山麓固有

の郷土の自然の保護と緑の環境創造を前提とした賢明な，時間と共存しその機能を高める新しい

時代に対応した本物の生きた実例としてのレクリエーションセンターの建設が強くのぞまれる。

お　わ　り　に

　北上山地と出羽山地の中間部に位置する岩手県滝沢村姥屋敷は，岩手山山麓に位置する臼本の

典型的山地景観を形成している。

　豊かな田園景観や山地景観域内での新しい自然利用は，残されている自然植生や自然景観を破

壊しないで，遠慮しながら自然と共存できるような方法が必要である。

　都市勤務老の多い電電公社が，自然休養　レクリエーション基地として，滝沢村レクリエーシ

ョンセンターを建設するに先だつて，生態学的，植物社会学的な植生調査が実施された。本植生調

査結果から対象域および周辺部の自然環境，とくに植生の質と，その配分が明かにされた（Tab．1

～18，Fig．6，7，現存および潜在自然植生図参照）。

　本植生調査結果から代償植生の多い中でも春子谷地のような湿原が隣接地にみられ，またハン

ノキ林などの自然度の高い植生域も含まれていることが明かになった。本門や，その各植生國が

レクリエーションセンターの建設，さらに利用に際して十分利用されて，“弱い植生”や“自然度

の高い植生”は保護しながら，自然と人間の共存の生きた実例として十分利用されるように望み

たい。また人工物の建設，自然環境の積極的な復元・創造についても生態学的な診断・処方書と

しての活用が期待される。

　最後に重ねて，自然利用に際して時代を先取りして生態学的な調査を計画・実施された電電公

社建築局の皆様に敬意を表したい。



76

摘 要

　！973年秋から1974年秋にかけて岩手11」山麓部の瀟沢村電電公社総合レクリエーションセンタ

ー建設予定地を中心に岩手山山麓部一帯に，植物社会学的な植生調査が行なわれた。また電電公

社敷地内において現存植生図，潜在自然植生図，植生自然度図，植生強弱度図の作製が行なわれ

た。さらに敷地内の植物目録がまとめられた。

　滝沢村レクリエーションセンター敷地は岩手県岩手郡滝沢村姥屋敷に位置し，岩手県北西部，

秋田県の県境に近く，盛岡市や，観光地としても有名になった小岩井牧場が隣接している。レク

リエーションセンター敷地内は自然植生がきわめて少ないが，ガンド沢周辺にハンノキ林が残さ

れている。その他はコナラ，ミズナラを主体とする二次林，アカマツ，カラマツ，スギの植林で

敷地の大部分がおおわれている。レクリエーションセンター敷地と，その周辺の岩手山山麓部に

おける主な植物群落は以下に示される。

　　ブナクラス

　　　ササーブナオーダー

　　　　チシマザサーブナ群団

　　　　　　ヒメアオキーブナ群集

　　　　　　マルバマンサクーブナ群集

　　未決定クラス

　　　コナラーミズナラオーダー

　　　　イヌシデーコナラ群団

　　　　　　オオバクロモジーミズナラ群集

　　　　　　ミツバウツギーオオバザサ群落

　　　　　　カスミザクラーオオバザサ群落

　　　　　　カシワー十二バザサ群落

　　　　クサギーアカメガシワ群団

　　　　　　タケニグサータラノキ群落

　　ハンノキクラス

　　　ハンノキオーダー

　　　　ヤチダモーハンノキ群団

　　　　　　タチアザミーハンノキ群集

　　　　　　ハンノキーオオバザサ群落

　　　ススキクラス

　　　　ススキオーダー

　　　　　ススキ群衝
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　　　　　　ススキ群落

　　　オニシモツケーヤマヨモギクラス

　　　　オニシモツケーヤマヨモギオーダー

　　　　　ヤマヨモギーオオイタドリ群団

　　　　　　オオイタドリ群落

　　　未決定上級単位：

　　　　　　オオバザサ群落

　　　ヨーロジパヌマガヤーオオカニツリグサクラス

　　　　オオカニツリグサオーダー

　　　　　　オオカニツリグサ群団

　　　　　　　カモガヤ群落

　　　シロザクラス

　　　　ツユクサ盗心ター

　　　　　　ナギナタコウジューハチジョウナ終審

　　　　　　　ナギナタコウジューハチジョウナ群集

　日本のブナ林は，大きく2つの群団にまとめられている。日本海気候下の積雪量の多い地域

（チシマザサーブナ群団域）では，丁丁バクロモジーブナ群集の一つにまとめられるという考え

方（Sasaki　1972）と，立地条件のちがいを反映して2群集（ヒメアオキーブナ群集及びマルバマ

ンサクーブナ群集）に区分されると考えられる（宮脇・大場・奥田・中山・藤原1968）ブナ林の

見方である。今回の岩手山山麓部のブナ林調査結果では，チシマザサーブナ群団の常在度表の比

較により後出の2群集が確認された。

　また本調査ではハンノキ林を調査することができ，今までの日本のハンノキ林の植生調査資

料，ヨーロッパハンノキクラスとの比較により，日本独自のハンノキクラスがあらためて規定し

なおされた。ハンノキ林は現在までヨシ草原中心に名前がつけられたり，ヨシ草原がハンノキク

ラスに考えられてきた。一方ヤチダモを含むハンノキ林はハルニレ群圃，ブナオーダー，ブナク

ラスにまとめられてきたが種組成を中心にさらに立地条件を加味して，ヤブツバキクラス域のハ

ンノキ林に対応し，ヤチダモーハンノキ群団が設定された。またハンノキオーダー，ハンノキク

ラスのオーダー，クラス規定が新しく行なわれた。

　ハンノキオーダー，ハンノキクラスの標徴種

　　　　ハンノキ，サクラソウ，ツボスミレ，マツバスゲ，ミゾソバ，ツボスミレ

　ヤチダモーハンノキ群団標徴種　トネリコ，ヤチダモ，ヒメシダ

　　　　　　区分種　　オオカサスゲ，ミズバショウ，ヤマドリゼンマイ，ズミ

　　　　　　　　　　　ゴウソ，グレーンスゲ，ヒメシロネ，カンボク，イヌエンジュ，クロウ

　　　　　　　　　　　メモドキ，ハイイヌツゲ，タチアザミ
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　ヨーロッパにおいても一部Alno－Padionはブナオーダーにまとめられているが（Westhoff（豊

Denheld　1969），種組成の比較によりさらにAlneteaとの相違を検討する必要があると考えられ

る。

　岩手山山麓の植生は岩手山及び仙岩峠のブナ林（ヒメアオキーブナ群集マルバマンサクーブ

ナ群集），谷沿いのゆるやかな流水縁のハンノキ林（タチアザミーハンノキ群集），春子谷地にお

ける中間湿原（コイヌノハナヒゲーイトイヌノハナヒゲ群落他），低層湿原（オオカサスゲ群集他）

をのぞきその大部分が代償植生によっておおわれている。滝沢村電々公社レクリエーションセン

ター敷地内の潜在自然植生を理解するため岩手山山麓，さらには東北地方における潜在自然植生

が考察され（Fig．6，7），さらに組成表の比較によりレクリエーションセンター敷地内の潜在自

然植生単位が抽出され，潜在自然植生図が描かれた。現存植生図の作製とともに，さらに植生の

性質を理解しやすくするため，人為的影響をV～1段階で示した植生自然度図，人為的影響に対

する植生側の敏感さを示した植生強弱度図がそれぞれ縮尺1：4，000の地形図を基礎として描か

れた。

　植生自然度図，植生強弱度図を基礎に滝沢村レクリエーションセンター敷地における環境保全

と，その許容範囲内での間違いの少ない新しい開発に対する植物社会学的立場からの諸提案が行

なわれた。とくに敷地内の人工物と自然との調恥のため，植物目録および組成表より各潜在自然

植生域に植栽可能な種の一覧表が作製された。
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Zusammenfassung

Vegetati¢n　der　UbayashikH皿N－Hollshu

（lwate－Prafektur）

von

Akira　Miyawaki，　K：azue　Fuliwara　und　Rikuo　Mochizuki

　　Vo職Herbst　1973　bis　Herbst　1974　f｛1hrteエ1　wir　pflanzensoziologische　Gei註簸de－Untersu－

ch肥gen　am　FuBe　des　Berges　Iwate　durch（vom　440　bis　480m蔭．　M．）in　Dorf　Takizawa，　wo

die　Japanische　Telepho慧一Telegram盗一Gesellschaft　ein　neues，　komplexes　Erholungsze慧trum

pla且t，　h　diese瓢Gelande　habe慧wir　die　Karten　der　rea！en　und　potentiellen　natUrlichen

Vegetation，　die　Karte　des　NatUrlichkeitsgrades　nach　der　Vegetation　sQwie　die　Karte　der

“Gegeawirkungen”der　Vegetation　gegen　die　mensch王iche　Bee溢f！ussungen　erarbeまtet，　Femer

wurde　die　FIQra　dieser　Areals　zusammengestellt．

　　Der　Grund　und　Boden　ftir　das　Erholungszentrum　im　Dorf　Takizawa　liegt　in　Ubayashik：i

in　der　Prafektur　Iwate．　Im　untersuchten　Areal　hat　sich　bis　heute　nur　wenig　von　der．

na機rlichen　Vegetation　erhalten．　Aber　in　der　Umgebung　der　Gandozawa－Mu！de　wachst

einオ伽sゴαρo競酬Wald．　Sonst　werden　die　meisten　F1ゑchen　von　sekundaren　Waldem

mit　Q麗γoπ∫sθγ剛α，　Q．脚ηgoZゴ。αvar．9アossθ∫θ7γα彪sowie　von　Aufforstungen　Init　P勿％s

鹿癬刀oγα，加γ乞κZ6μo砂fs，　Cγyμo耀晦ブ砂。沈σetc．　eingenommen．

　　Die　wichtigsten　Pfanzengesellschaften　des　untersuchten　Gelandes　sowie　der　Umgebu雄g．

am　Fuβe　des　Berges　Iwa．te　wurden　im　folgenden　zusammengestellt：

　　　Fagetea　cre盤aねe　MIYAWAK：1，0HBAetMURASE1964
　　　　　　　Saso－Fagetalia　cre簸atae　SuzごTok．　1967

　　　　　　　　　　Saseto＿Fagion　crenatae　MIYAWAKI，OHBAetMURASEユ964

　　　　　　　　　　　　　　Aucubo－Fagetum　crenatae　MIYAWAKIeta1．1968

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Hamamelo－Fagetum　crenatae　MIYAWAKIeta1．1968

　　　nOch　niCht　besti騰搬te　KlaSSe

　　　　　　　Quercetalia　serrato－grosseserratae　MIYAWAK：Ieta1．197！

　　　　　　　　　　　Carpinio－Quercion　serratae　MIYAWAKIetal，197！

　　　　　　　　　　　　　　Lindera　umbelata　var．membra難acea－Quercus

　　　　　　　　　　　　　　mongolica　var．　grosseserrata－Ass．　OHBA　1973

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3’αメ）1LyZ忽ろπ駕α♂4α一εσsσ7π6gσZoρんy〃σ一Gesellschaft

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Pプπητ↓s”6γ60ππ4α一Sαsα伽θgαZo！）13yZZα一Gesellschaft

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Qπθγcμ∫鹿撹α云α一3αsα俄θgαZoρ勿ZZα一Gesellschaft

　　　　　　　　　　　　　　Clerode餓dro－Mallocion　laponicae　OHBA　1970

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　MαoZ即yαooγ4α地一ノ1γσZ乞αθZσ‘σ一Gesellschaft

Alnetea　laponicae（簸onSuz．一Tok．etARAKANE　1970）c1．nov．

　　A1鼓etalia　laponicae（nonSuz．一Tok，　etARAKANE　1970）
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　　　　　　　　　　　　ord．　nov，

　　　Fraxi。。一Alni・・1・p・・i・aea11・nov・

　　　　　Ci，si。　i。。。d・t・一A1・・t・凱1・p・nica　ass・nov・

　　　　　肋。、ゴ妙。蜘一S…耀9・励yZZ・一GeseUschaft

Misca。th，tea・i・…i・MIYAWAKI・t　OHBA！970
Miscanth。t。li・・i・…i・MIYAWAKI・t　OHBA／970

　　　　Misca。thi。。、i・…i・S…一丁・k・・ちAb・1959

　　　　　　M乞soα箆命πs　s加θπsfs－Gesellschaft

Noch　nicht　bestimmte　h6here　Einheiten

　　　　　　　　Sαsα隅θgαZoヵ妙ZZσ一Gesellschaft

Filip。。d。1。一A…mi・i・・ea　m・…n・・OHBA　1973

・鵬嘘嫁御望潔聯羅W艦・・…968
　　　　　　助g・・襯…海・伽…乞・一Gesellsch・ft

M。1i。i。．A，，h…theretea　R・T・・1937
　　　　A，，h。。。t．h・・et・1i・P・w1・w・ki　1928

　　　　　　A，，h，。。t。，i・n・1・ti・・i・B・rB1・！925

　　　　　　　　．Dαo妙Zfs　gZo搬θγα渉α一Gesellschaft

　Chenopodietea　Br．一B1．　1951
　　　　　C。mm，1i。，t。1ia　c・m皿uni・MIYAWAKI　I969

　　　　　　　・臨t1叡訟齢、謙欝A総Y器£爵9・969

騰鰍旛欝翫総雛
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Am　Fuβe　des　Berges　Iwate（2，041m銭，　M．）und　am　Sengan－BergpaB　wachsen　mit　den

Fαgμs－Waldern（Aucubo－Fagetum　crenatae，　Hamamelo－Fagetu皿
crenatae）岨damRandederGewasserindenTalem丑Zπμs－W註1dermitden　Cirsio

inundato－Alnetum　laponicae．　In　Haruko－yachiw註chsteinZwischenlnoQrmit
der　R勿ηohosρo㍑」勉ゴ∫∫αηα一。齢yπ論。∫ρoγα．勉加γf－Gesenschaft，　ein　Niedermoor　mit　C　a　r　i－

cetum　rhynchophysae．　Dergr6Bte　Teil　deruntersuchtenFlache　istledochmit
Ersatzgesellschaf亡en　bedeckt．

　　Die　K：arte　deτreaユen　und　potentiell　na澱r玉ichen　Vegetation　der　Untersuchungsflache鍛

ist　i加MヨBstab！：4000　auf　der　topographischen　Karte　dargestellt．　Auch　um　die　E玉gen－

schaften　der　einzelnen　Pflanzengesellschaften　und　das　WirkungsgefUge　zwischen　der

Vegetation　u且d　dem　EinfluB　des　Menschen　besser　zu　verstehen，　basiert　die　Karte　des

Nat負rlichke三tsgrades　nach　der　Vegetation　und　der　Empfindlichkeit　der　Vegetation　gegen

“ber　menschliche黛Einwirkungep　auf　der　Grundlage　einer　topographischen　Karte（1：4000），

　　Anha難d　unserer　vegetationskundlichen　Studien　wurden　einige　Vorschlage　unterbreitet

um　die且a澱rliche　Umwelt　zu　erhalten　und　im　Sinne　des　Natu卜und　Umweltschutzes　durch

rationelle　Bodennutzung　besonders　gUnstige　Bedingungen　fUr　die　Erholungsanlage　der

telegraphisch－telephonischen　Gesellschaft　zu　schaffen．　Im　Hinblick：auf　die　angestrebte

Harmo且ie　und　stabile　Vielseitigkeit　zwischen　der　Natur　und　der　Erholungsanlage　zeigt

die　Tabelle　die　geeig且eten　Arten　der　pote貧tie11en，　natαr王ichen　Vegetation　fOr　die　Neuanlage

vo迎Umweltschutzwaユdern，　Aneen，　Parks，　Gゑrten　u．　a，
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